
 

 

 
漁業者が日頃の活動を発表 

「第 10回山形県青年・女性漁業者交流大会」開催 
最優秀課題は全国大会へ 

 

○目 的 

庄内浜漁業の将来を担う青年・女性漁業者が、日頃の活動や体験等を発表・討論

し、相互の交流と活動意欲の向上を図ることにより、庄内の漁業及び地域の活性化

を目的として開催します。つきましては、当日取材くださるようお願いします。 

 

【概 要】 

１ 日 時  令和５年 12 月５日（火） 午前 9時 30分から正午まで 

 

２ 場 所  山形県漁業協同組合 講堂（酒田市船場町 2-2-1） 

 

３ 主 催  山形県 

 

４ 共 催  山形県漁業協同組合 

 

５ 後 援  山形県漁港漁場協会 

 

６ 内 容  漁業者の研究・実践活動発表（3課題）、加茂水産高校生研究発表、

水産研究所研究発表、全国大会へ推薦する 1課題を決定 

 

７ 参加者  約 100人（見込み） 

 

【発表予定課題：漁業者の研究・実践活動】 

（１）鶴岡市暮坪地先における地域資源の維持・回復を目指して（暮坪藻場保全会） 

（２）浅海漁業者連合会によるアワビ放流方法の改善（浅海漁業者連合会） 

（３）活イカ出荷に向けた取組み（いか釣り漁業者 大場龍汰） 

 

【全国大会への推薦】 

助言者（加茂水産高等学校長、漁協青壮年部連絡協議会長、県漁協女性部長、漁

業士会長、水産研究所長の 5 名）が採点し、発表３課題から 1課題を選出。 

 

○その他 

・本交流大会は 3年に一度の開催 

・全国大会は毎年東京で開催。今年度は令和６年３月６日（水）～７日（木） 

 

 
 

庄内総合支庁長記者懇談情報提供資料 

令和５年 11月 30日（木） 

産業経済部水産振興課 

担当：水産振興課 

課長補佐 高橋 伸明 

電話：0234-24-6045 

せんかい 

おおば りゅうた 


